
－  170  －－  171  －

　
一
　
概
要

　
近
年
、
日
本
中
世
史
研
究
は
大
き
な
変
化
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。
従

来
の
定
説
が
大
胆
に
批
判
さ
れ
、
盲
点
を
突
く
よ
う
な
斬
新
な
見
解

が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
学
界
の
最
先
端
を
切
り
開
い
て
い
る
若
手
研
究
者

の
一
人
が
、
呉
座
勇
一
氏
で
あ
る
（
以
下
、「
著
者
」
と
称
す
）。

二
〇
一
二
年
に
著
者
が
初
め
て
世
に
出
し
た
一
般
書
で
あ
る
『
一
揆

の
原
理
―
日
本
中
世
の
一
揆
か
ら
現
代
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ま
で
―
』
は
、
大

き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
続
い
て
二
〇
一
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
戦
争

の
日
本
中
世
史
―
「
下
剋
上
」
は
本
当
に
あ
っ
た
の
か
―
』
も
反
響

が
大
き
く
、
二
〇
一
四
年
に
角
川
財
団
学
芸
賞
を
受
賞
し
た
。
そ
し

て
二
〇
一
六
年
刊
行
の『
応
仁
の
乱
―
戦
国
時
代
を
生
ん
だ
大
乱
―
』

は
刊
行
直
後
か
ら
増
刷
を
重
ね
、
驚
異
的
な
売
れ
行
き
を
見
せ
て
い

る
。

　
本
来
、
学
術
雑
誌
で
書
評
や
研
究
動
向
に
取
り
あ
げ
ら
れ
る
著
書

は
、
査
読
を
経
て
学
術
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
学
術
論
文
を
中
心
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
た
学
術
専
門
書
に
限
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し

か
し
著
者
に
よ
る
一
般
書
は
、
右
で
述
べ
た
よ
う
に
一
般
向
け
の
読

者
に
対
し
て
売
れ
行
き
が
良
好
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
学
問
的
に

も
重
要
な
指
摘
や
成
果
が
多
く
、
学
界
で
も
大
い
に
議
論
の
対
象
と

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
少
々
異
例
で
は
あ
る
が
、
右
に

掲
げ
た
著
者
の
一
般
書
三
冊
を
研
究
動
向
と
し
て
検
討
を
試
み
る
次

第
で
あ
る
。

　『
一
揆
の
原
理
』
は
、
三
部
九
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
部
は
、

一
揆
に
関
す
る
基
本
事
項
の
確
認
で
あ
る
。
一
章
で
は
、
江
戸
時
代

の
百
姓
一
揆
に
関
す
る
最
新
の
研
究
が
紹
介
さ
れ
る
。
二
章
で
は
、

書
　
評

呉
座
勇
一 
著

『
一
揆
の
原
理
』

（
洋
泉
社
、
二
〇
一
二
年
、　
　
　
　

ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
五
年
）

『
戦
争
の
日
本
中
世
史
』

（
新
潮
選
書
、
二
〇
一
四
年
）

『
応
仁
の
乱
』

（
中
公
新
書
、
二
〇
一
六
年
）

亀
田
　
俊
和
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荘
家
の
一
揆
、
土
一
揆
、
国
人
一
揆
な
ど
、
中
世
の
多
種
多
様
な
一

揆
の
概
要
が
示
さ
れ
る
。
一
揆
と
言
え
ば
江
戸
時
代
の
百
姓
一
揆
が

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
正
当
な
権
利

行
使
と
し
て
認
知
さ
れ
、
武
士
・
僧
侶
な
ど
身
分
を
問
わ
ず
に
結
成

さ
れ
て
武
力
行
使
も
普
通
で
あ
っ
た
中
世
の
一
揆
こ
そ
を
検
討
す
る

必
要
性
が
主
張
さ
れ
る
。

　
二
部
は
、
一
揆
の
際
に
中
世
人
が
行
っ
た
儀
式
や
作
成
し
た
文
書

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
が
具
体
的
に
検
討
さ
れ
る
。
三
章
で
は
、

一
揆
と
同
義
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
「
一
味
同
心
」
の
概
念
が
取
り

あ
げ
ら
れ
る
。意
見
を
完
全
に
同
じ
く
す
る
人
間
が
平
等
に
結
束
し
、

運
命
を
共
有
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
一
味
同
心
で
あ
る
。
原
始
仏
教
の

教
理
で
あ
る
「
一
味
和
合
」
と
似
て
い
る
が
、
実
は
無
関
係
の
思
想

で
、
中
世
日
本
人
の
宗
教
観
や
世
界
観
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
四
章
は
、
一
揆
の
多
種
多
様
な
情
報
伝
達
手
段
が
紹
介
さ
れ
る
。

中
世
に
お
い
て
は
、
一
揆
の
首
謀
者
た
ち
は
街
路
に
高
札
を
掲
げ
、

一
揆
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
ま
た
代
表
的
な
室
町
文
化
で
あ
る

連
歌
も
一
揆
と
の
親
近
性
が
あ
り
、
連
歌
講
の
姿
を
と
っ
て
出
現
し

た
国
人
一
揆
の
存
在
な
ど
、
注
目
す
べ
き
現
象
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
五
章
は
、
一
揆
を
結
成
す
る
際
に
行
わ
れ
る
儀
式
で
あ
る
「
一
味

神
水
」
に
関
す
る
先
行
研
究
批
判
で
あ
る
。
一
味
神
水
と
は
、
一
揆

の
参
加
者
が
神
前
で
起
請
文
を
焼
き
、
灰
を
入
れ
た
水
を
回
し
飲
み

し
て
結
束
を
誓
う
儀
式
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
は
、
一
味
神
水
の
宗

教
的
・
呪
術
的
・
神
秘
的
側
面
を
過
大
評
価
し
て
き
た
。
し
か
し
集

団
の
同
調
圧
力
に
屈
し
、
本
心
を
隠
し
て
一
味
神
水
に
参
加
し
た
人

間
の
存
在
な
ど
を
指
摘
し
、
迷
信
深
い
中
世
人
と
い
え
ど
も
神
罰
を

心
底
か
ら
信
じ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
論
証
す
る
。

　
六
章
で
は
、一
揆
結
成
時
に
作
成
さ
れ
る
起
請
文
（「
一
揆
契
状
」）

の
意
味
が
考
察
さ
れ
る
。
一
揆
契
状
は
、
著
者
の
当
初
の
研
究
テ

ー
マ
で
も
あ
る
（
呉
座
『
日
本
中
世
の
領
主
一
揆
』
思
文
閣
出
版
、

二
〇
一
四
年
）。
豊
富
な
事
例
の
検
討
か
ら
浮
か
び
あ
が
る
の
は
、

た
く
み
に
情
報
を
操
り
、
多
様
な
手
段
や
論
理
を
駆
使
し
て
上
級
権

力
と
交
渉
す
る
、
訴
訟
戦
術
と
し
て
の
一
揆
の
姿
で
あ
る
。
中
世
の

一
揆
は
、
神
へ
の
誓
約
に
よ
っ
て
強
固
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
、
現
代

人
と
は
異
質
の
集
団
で
も
な
け
れ
ば
、
本
質
的
に
反
権
力
の
革
命
で

も
な
く
、
体
制
を
肯
定
し
た
上
で
待
遇
改
善
を
求
め
る
存
在
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
三
部
は
、「
一
揆
の
実
像
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
七
章
の
前
半
は

先
行
研
究
批
判
で
あ
る
。
国
人
一
揆
を
、
農
民
闘
争
を
抑
圧
す
る
た

め
に
領
主
階
級
が
結
成
し
た
「
暴
力
装
置
」
で
あ
る
と
す
る
学
説
も
、

逆
に
地
域
社
会
の
秩
序
を
維
持
す
る
存
在
と
し
て
高
く
評
価
す
る
学

説
も
、
い
ず
れ
も
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
本
章
の
特
色
は
、
二
人
だ

け
で
結
成
さ
れ
る
国
人
一
揆
や
、
参
加
者
が
集
合
せ
ず
に
一
味
神
水

も
行
わ
な
い
「
秘
密
同
盟
」
と
し
て
の
国
人
一
揆
の
存
在
を
指
摘
し

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
相
手
に
ふ
り
か
か
っ
た
問
題
を
自
分
の
問
題
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座
勇
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著
『
一
揆
の
原
理
』『
戦
争
の
日
本
中
世
史
』『
応
仁
の
乱
』（
亀
田
）

と
し
て
考
え
、
親
身
に
な
っ
て
、
そ
の
解
決
に
協
力
す
る
」（
一
八
三

頁
）、
こ
う
し
た
「
人
の
つ
な
が
り
」
が
一
揆
の
本
質
で
あ
る
と
著

者
は
主
張
す
る
。

　
八
章
は
、「
契
約
」
の
側
面
か
ら
一
揆
の
実
像
に
せ
ま
る
、
著
者

の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
示
さ
れ
る
。
実
の
兄
弟
で
は
な
い
二
人
が

擬
制
的
な
「
兄
弟
」
と
な
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
を
「
兄
弟
契
約
」

と
い
い
、
鎌
倉
後
期
に
成
立
し
た
と
見
ら
れ
る
。
一
対
一
の
一
揆
契

約
は
、
こ
の
兄
弟
契
約
に
非
常
に
近
い
。
一
揆
の
結
合
原
理
を
神
仏

の
前
で
の
「
無
縁
」
空
間
の
創
出
で
あ
る
と
す
る
学
説
を
批
判
し
、

旧
来
の
「
縁
」
を
い
っ
た
ん
切
断
し
た
上
で
新
た
な
「
縁
」
を
生
み

出
す
行
為
と
把
握
す
べ
き
と
主
張
す
る
。
一
揆
契
約
な
ど
の
起
請
契

約
は
呪
術
的
な
「
神
へ
の
誓
約
」
で
は
な
く
、
現
代
の
契
約
に
近
い

法
的
な
「
人
と
人
と
の
契
約
」
で
あ
る
。
学
術
的
に
検
討
す
る
場
合
、

こ
れ
が
本
書
の
結
論
で
あ
ろ
う
。
な
お
終
章
で
は
、
一
揆
の
精
神
を

現
代
に
活
か
す
べ
き
で
あ
る
と
提
言
さ
れ
て
い
る
。

　『
戦
争
の
日
本
中
世
史
』
は
、
全
七
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一

章
は
、
蒙
古
襲
来
を
論
じ
た
章
で
あ
る
。
文
永
の
役
に
お
け
る
モ
ン

ゴ
ル
軍
撤
退
の
要
因
が
、「
神
風
」
や
「
威
力
偵
察
」
で
あ
る
と
す

る
従
来
の
定
説
を
批
判
し
、
鎌
倉
幕
府
軍
の
実
力
に
よ
る
と
す
る
見

解
も
斬
新
で
あ
る
。
し
か
し
特
筆
す
べ
き
は
、
鎌
倉
時
代
が
実
は
戦

乱
の
な
い
平
和
な
時
代
で
あ
り
、
幕
府
首
脳
も
鎌
倉
武
士
も
「
平
和

ボ
ケ
」
し
て
い
た
と
す
る
主
張
で
あ
ろ
う
。
蒙
古
襲
来
も
九
州
地
方

に
限
定
さ
れ
た
局
地
戦
で
あ
り
、
日
本
全
国
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
戦
乱
は
、
や
は
り
南
北
朝
時
代
ま
で
下
る
の
で
あ
る
。

　
二
章
は
、「
悪
党
」
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。
悪
党
の
研
究
史
整

理
が
簡
潔
に
行
わ
れ
、
種
々
の
学
説
が
紹
介
さ
れ
る
。
悪
党
と
は
、

鎌
倉
後
期
の
訴
訟
に
お
い
て
訴
人
が
論
人
を
糾
弾
す
る
際
に
用
い
ら

れ
た
訴
訟
用
語
で
あ
る
。
荘
園
の
一
円
化
が
進
行
す
る
過
程
に
お
い

て
、
在
地
で
紛
争
が
激
増
し
た
こ
と
に
伴
っ
て
頻
出
し
た
。
ま
た
仏

神
の
敵
を
悪
党
と
見
な
す
宗
教
用
語
と
し
て
の
側
面
も
あ
る
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
敵
に
対
す
る
レ
ッ
テ
ル
貼
り
で
あ
り
、
悪
党
な
る
特

定
の
階
級
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
る
の
が
現
在
の
定
説
で
あ
る
。

著
者
は
、
鎌
倉
後
期
～
南
北
朝
期
を
「
悪
党
の
時
代
」
と
位
置
づ
け

る
先
行
研
究
に
疑
義
を
呈
し
、
代
わ
っ
て
当
該
期
を
象
徴
す
る
存
在

と
し
て
、「
有
徳
人
」
と
呼
ば
れ
た
富
裕
層
を
提
示
す
る
。
併
せ
て
、

鎌
倉
幕
府
滅
亡
に
関
す
る
従
来
の
学
説
も
批
判
し
、
直
接
的
契
機
と

し
て
楠
木
正
成
の
奮
戦
を
高
く
評
価
す
る
。

　
本
書
の
主
題
と
も
言
え
る
南
北
朝
内
乱
史
に
関
す
る
記
述
が
始
ま

る
の
は
、三
章
か
ら
で
あ
る
。
後
醍
醐
天
皇
が
当
初
か
ら
幕
府
否
定
・

君
主
独
裁
の
思
想
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
定
説
が
批
判
さ
れ
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
足
利
尊
氏
が
示
し
た
破
格
の
講
和
条
件
を
拒
ん
で

南
朝
を
開
い
て
徹
底
抗
戦
し
た
の
は
、
強
大
な
鎌
倉
幕
府
を
奇
跡
的

に
滅
ぼ
す
こ
と
が
で
き
た
成
功
体
験
が
後
醍
醐
に
過
剰
な
自
信
を
抱

か
せ
た
か
ら
で
あ
る
と
論
じ
る
。
次
い
で
観
応
の
擾
乱
に
至
る
ま
で
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の
政
治
史
・
軍
事
史
の
概
要
が
、
諸
学
説
（
尊
氏
躁
鬱
病
説
、
尊
氏
・

直
義
兄
弟
の
二
頭
政
治
論
、「
守
護
・
大
将
併
置
制
度
」
論
に
基
づ

く「
足
利
一
門
優
遇
政
策
」説
）へ
の
批
判
を
伴
い
な
が
ら
示
さ
れ
る
。

そ
し
て
兵
粮
の
現
地
調
達
、
南
北
朝
期
特
有
の
現
象
で
あ
る
兵
粮
料

所
の
設
定
や
半
済
令
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
ま
た
農
民
で
編
成
さ

れ
る
野
伏
部
隊
を
過
大
評
価
し
て
き
た
先
行
研
究
を
批
判
し
、
補
助

的
な
役
割
に
と
ど
ま
っ
た
と
す
る
。
戦
術
面
に
関
し
て
も
、
歩
兵
に

よ
る
弓
射
が
行
わ
れ
た
後
に
騎
兵
に
よ
る
白
兵
戦
に
移
行
す
る
形
態

が
主
流
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
遠
征
や
戦
闘
が
大
規
模
・
長
期

化
し
た
こ
と
に
伴
い
、
兵
粮
の
争
奪
戦
が
最
優
先
さ
れ
た
点
に
こ
の

時
代
の
戦
争
の
画
期
を
見
い
だ
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　
四
章
は
、
合
戦
に
動
員
さ
れ
る
戦
闘
員
で
あ
る
武
士
に
焦
点
が
当

て
ら
れ
る
。
南
北
朝
期
の
武
士
た
ち
の
間
に
は
、
厭
戦
気
分
が
蔓
延

し
て
い
た
。
大
規
模
な
戦
争
へ
の
参
加
は
戦
死
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
リ
ス
ク
が
あ
り
、武
士
た
ち
は
出
陣
前
に
遺
言
状
を
作
成
し
た
り
、

早
期
に
養
子
を
指
定
し
た
り
、
兄
弟
惣
領
制
を
採
用
し
た
り
す
る
な

ど
の
対
策
を
採
っ
た
。
さ
ら
に
内
乱
の
長
期
化
は
戦
争
の
大
義
名
分

さ
え
も
曖
昧
に
し
、
目
的
を
失
っ
た
武
士
た
ち
の
厭
戦
気
分
は
一
層

強
ま
っ
た
。
同
時
に
国
人
一
揆
の
結
成
が
本
格
化
し
、
遠
征
を
忌
避

し
て
本
拠
地
周
辺
の
支
配
固
め
に
奔
走
す
る
武
士
も
出
現
す
る
。

　
五
章
で
は
、
北
畠
親
房
・
今
川
了
俊
と
い
っ
た
地
方
で
軍
事
指
揮

官
を
務
め
た
武
将
た
ち
の
人
心
掌
握
術
が
紹
介
さ
れ
る
。
武
士
へ
の

恩
賞
充
行
・
所
領
安
堵
に
消
極
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
親
房
で
あ
る

が
、
実
例
を
具
体
的
に
検
討
す
る
と
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
恩

賞
と
し
て
の
官
職
任
命
も
、
幕
府
よ
り
も
は
る
か
に
積
極
的
で
あ
っ

た
。
九
州
探
題
今
川
了
俊
に
対
し
て
は
、
親
房
と
は
逆
に
過
大
評
価

さ
れ
て
い
る
と
論
じ
、
探
題
解
任
の
理
由
も
南
九
州
の
統
治
に
失
敗

し
た
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
地
方
の
指
揮
官
は
充
行
や
安
堵
の
約
束

手
形
を
ば
ら
ま
い
た
り
、
大
義
名
分
を
説
い
た
り
、
訴
訟
の
便
宜
を

は
か
っ
た
り
、
戦
況
の
優
位
を
誇
大
に
宣
伝
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
段
を
駆
使
し
た
。

　
六
章
で
は
、
擾
乱
以
降
の
戦
争
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
二
代
将

軍
足
利
義
詮
期
に
は
、
大
規
模
遠
征
が
失
敗
す
る
事
例
が
増
え
る
。

義
詮
は
大
内
氏
・
山
名
氏
・
上
杉
氏
と
い
っ
た
南
朝
勢
力
を
話
し
合

い
で
帰
順
さ
せ
る
融
和
政
策
に
転
換
す
る
。
そ
し
て
三
代
将
軍
足
利

義
満
治
世
の
初
期
、
応
安
元
（
一
三
六
八
）
年
に
管
領
細
川
頼
之
が

主
導
し
て
制
定
し
た
応
安
大
法
を
「
大
規
模
戦
闘
終
結
宣
言
」
と
評

価
す
る
。
同
時
に
武
士
所
領
の
一
円
化
が
進
行
し
、
安
芸
・
備
後
の

在
地
領
主
も
嫡
子
単
独
相
続
へ
と
移
行
し
、
戦
闘
態
勢
の
解
除
が
み

ら
れ
る
。
守
護
を
中
心
に
在
京
奉
公
す
る
武
士
も
増
加
し
た
。
義
満

は
有
力
大
守
護
に
大
打
撃
を
与
え
、
南
北
朝
合
一
を
果
た
し
て
遂
に

内
乱
を
終
息
さ
せ
る
。
国
人
一
揆
も
、
戦
争
互
助
機
関
か
ら
平
和
的

な
訴
訟
互
助
機
関
へ
変
化
す
る
。

　
終
章
は
、
応
仁
の
乱
に
至
る
室
町
時
代
の
通
史
で
あ
る
。「
室
町
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の
平
和
」
は
妥
協
の
産
物
で
も
あ
っ
た
。
義
満
は
遠
国
に
つ
い
て
は

基
本
的
に
不
干
渉
政
策
を
採
用
し
、
四
代
義
持
も
継
承
し
た
。
将
軍

と
諸
大
名
は
大
枠
で
は
自
己
抑
制
に
努
め
、
穏
健
で
保
守
的
な
政
治

を
維
持
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
六
代
将
軍
義
教
は
、
建
前
に
す
ぎ
な
か
っ
た
将
軍
の
威

信
を
現
実
に
し
よ
う
と
し
た
。義
教
は
比
叡
山
延
暦
寺
を
炎
上
さ
せ
、

大
和
国
の
紛
争
に
軍
事
介
入
し
、
永
享
の
乱
で
鎌
倉
府
を
一
時
滅
亡

さ
せ
た
。し
か
し
義
教
の
苛
烈
な
独
裁
政
治
は
大
名
の
反
発
を
買
い
、

義
教
は
播
磨
守
護
赤
松
満
祐
に
暗
殺
さ
れ
た
（
嘉
吉
の
変
）。

　
満
祐
の
反
乱
を
鎮
圧
し
た
も
の
の
、
幼
少
の
将
軍
が
続
い
た
こ
と

も
あ
り
、
諸
大
名
の
権
力
闘
争
が
勃
発
し
た
。
管
領
の
短
期
交
代
も

続
き
、
政
局
の
混
乱
は
一
層
激
化
し
た
。
八
代
将
軍
義
政
は
山
名
氏

の
脅
威
を
軽
視
し
た
こ
と
に
よ
り
、
遂
に
応
仁
・
文
明
の
大
乱
を
招

い
て
し
ま
っ
た
。
応
仁
の
乱
に
よ
っ
て
、
守
護
在
京
制
な
ど
義
満
が

築
き
上
げ
た
「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
」
は
根
底
か
ら
崩
壊
し
、
下
剋
上
の

風
潮
も
恒
常
化
し
て
い
っ
た
。
最
後
に
、
平
和
を
維
持
す
る
た
め
に

現
実
主
義
に
徹
す
る
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
、
本
書
は
閉
じ
ら
れ
る
。

　『
応
仁
の
乱
』
は
、
八
章
構
成
で
あ
る
。
京
都
が
主
戦
場
だ
っ
た

応
仁
の
乱
と
は
一
見
無
関
係
な
大
和
国
の
騒
乱
を
基
軸
に
、
応
仁
の

乱
を
叙
述
し
た
著
書
で
あ
る
。
ま
た
大
和
に
隣
接
す
る
河
内
守
護
で

あ
る
た
め
、
大
和
と
関
係
が
深
か
っ
た
畠
山
氏
の
動
向
に
も
焦
点
を

当
て
て
お
り
、
そ
う
し
た
構
成
を
採
っ
た
時
点
で
す
で
に
斬
新
で
あ

る
。

　
一
章
は
応
仁
の
乱
を
理
解
す
る
前
提
と
し
て
、
事
実
上
の
大
和
守

護
と
し
て
君
臨
し
た
興
福
寺
の
体
制
や
室
町
中
期
に
至
る
ま
で
の
歴

史
が
簡
単
に
紹
介
さ
れ
る
。
鎌
倉
期
に
は
一
乗
院
と
大
乗
院
の
両
門

跡
が
、
興
福
寺
の
支
配
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た
。
両
門
跡
の
支
配
を
軍

事
的
・
経
済
的
に
支
え
た
の
が
、
実
態
と
し
て
は
武
士
で
あ
る
「
衆

徒
」
と
、
春
日
社
神
人
で
俗
体
の
「
国
民
」
で
あ
る
。
南
北
朝
期
に

お
い
て
も
一
乗
院
と
大
乗
院
は
激
し
い
抗
争
を
続
け
、
そ
の
結
果
一

乗
院
・
大
乗
院
が
保
有
す
る
荘
園
を
衆
徒
・
国
民
が
実
質
的
に
支
配

す
る
に
至
っ
た
。

　
室
町
期
の
大
和
の
歴
史
は
、
元
北
朝
方
で
親
幕
府
的
な
一
乗
院
方

衆
徒
の
筒
井
氏
と
、
元
南
朝
方
で
反
幕
府
的
な
大
乗
院
方
衆
徒
越
智

氏
の
対
立
を
軸
に
展
開
し
た
。
応
永
年
間
に
は
国
中
（
奈
良
盆
地
）

で
大
規
模
な
紛
争
が
勃
発
し
、
後
南
朝
勢
力
も
蠢
動
す
る
な
ど
、
大

和
の
情
勢
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。
六
代
将
軍
足
利
義
教
は
従
来
の
幕

府
の
方
針
を
転
換
し
、
守
護
軍
を
派
遣
し
て
大
和
の
紛
争
に
直
接
武

力
介
入
し
、
筒
井
氏
を
支
援
し
て
越
智
氏
ら
を
弾
圧
し
た
。

　
二
章
も
、
引
き
続
き
応
仁
の
乱
に
至
る
前
史
の
叙
述
で
あ
る
。
義

教
に
よ
っ
て
失
脚
し
て
い
た
大
乗
院
経
覚
は
、
嘉
吉
の
変
後
、
越
智

氏
の
軍
事
力
を
利
用
し
て
大
乗
院
門
主
に
復
帰
し
た
。
以
降
大
和
で

は
経
覚
と
筒
井
氏
出
身
の
成
身
院
光
宣
の
抗
争
が
続
く
が
、
筒
井
氏

の
覇
権
が
確
立
し
、
大
乗
院
尋
尊
―
光
宣
を
軸
と
す
る
興
福
寺
の
新
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体
制
が
成
立
す
る
。

　
一
方
畠
山
氏
は
、
持
国
の
実
子
義
就
と
弟
持
富
の
遺
児
弥
三
郎
が

対
立
す
る
。
八
代
将
軍
足
利
義
政
の
無
定
見
も
あ
り
、
こ
の
抗
争
は

一
層
混
乱
す
る
。
弥
三
郎
は
大
和
で
光
宣
と
連
合
し
て
義
就
と
戦
う

が
、
敗
北
す
る
。
だ
が
弥
三
郎
死
後
も
弟
政
長
が
光
宣
に
擁
立
さ
れ

て
、
義
就
と
の
一
進
一
退
の
紛
争
が
続
く
。

　
こ
の
時
期
の
幕
府
は
、
義
政
の
実
子
義
尚
を
支
持
す
る
伊
勢
氏
、

弟
義
視
を
支
持
す
る
山
名
氏
、
中
間
派
の
細
川
氏
の
三
者
が
鼎
立
す

る
構
造
で
あ
っ
た
。
文
正
の
政
変
で
伊
勢
氏
が
失
脚
す
る
と
、
山
名

宗
全
と
細
川
勝
元
の
対
立
が
顕
在
化
す
る
。勝
元
に
対
抗
す
る
た
め
、

宗
全
は
河
内
・
大
和
で
軍
事
的
優
位
に
あ
っ
た
畠
山
義
就
と
提
携
し
、

畠
山
政
長
は
勝
元
と
同
盟
し
た
。
こ
う
し
て
、
応
仁
の
乱
の
対
立
構

造
が
形
成
さ
れ
た
。

　
三
章
か
ら
、本
題
の
応
仁
の
乱
が
始
ま
る
。
文
正
二
（
一
四
六
七
）

年
正
月
、
上
御
霊
社
に
布
陣
す
る
畠
山
政
長
軍
を
畠
山
義
就
軍
が
攻

撃
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
応
仁
の
乱
は
勃
発
し
た
。
義
就
軍
が
勝
利

し
て
山
名
宗
全
の
政
権
が
発
足
し
た
が
、
同
年
五
月
（
三
月
に
応
仁

と
改
元
）、
細
川
勝
元
派
の
軍
勢
が
全
国
各
地
で
反
撃
を
開
始
し
た
。

五
月
二
六
日
に
は
、
京
都
で
細
川
軍
（
東
軍
）
と
山
名
軍
（
西
軍
）

が
全
面
衝
突
し
た
。
東
軍
は
将
軍
義
政
を
味
方
に
つ
け
て
兵
力
で
も

大
義
名
分
で
も
優
位
に
立
っ
た
が
、
西
軍
の
大
内
政
弘
が
大
軍
を
率

い
て
上
洛
し
、
戦
線
は
膠
着
状
態
に
陥
っ
た
。
西
軍
は
東
軍
か
ら
寝

返
っ
た
足
利
義
視
を
推
戴
し（
西
幕
府
）、幕
府
は
事
実
上
分
裂
し
た
。

井
楼
・
御
構
の
出
現
と
い
っ
た
戦
術
の
変
化
も
内
乱
を
長
期
化
さ
せ
、

骨
皮
道
賢
に
代
表
さ
れ
る
足
軽
の
活
躍
も
見
ら
れ
た
。
同
時
に
内
乱

は
、
京
都
近
郊
の
補
給
路
の
争
奪
戦
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。

　
四
章
は
、
応
仁
の
乱
期
の
興
福
寺
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
こ
の

困
難
な
時
期
、
大
乗
院
経
覚
が
七
五
歳
の
高
齢
で
四
度
目
の
興
福
寺

別
当
に
就
任
し
、
興
福
寺
の
経
営
再
建
を
図
る
。
続
い
て
著
者
は
、

先
行
研
究
の
尋
尊
に
対
す
る
評
価
が
階
級
闘
争
史
観
に
と
ら
わ
れ
て

低
か
っ
た
こ
と
を
批
判
し
、
彼
の
冷
静
沈
着
で
慎
重
な
方
針
や
、
興

福
寺
の
権
威
に
よ
っ
て
大
和
が
戦
場
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
再
評

価
す
る
。
そ
の
他
、
大
乗
院
の
後
継
者
政
覚
の
教
育
方
針
を
め
ぐ
っ

て
尋
尊
と
経
覚
が
対
立
し
た
こ
と
や
、
尋
尊
の
父
一
条
兼
良
が
戦
乱

を
避
け
て
奈
良
に
疎
開
し
て
連
歌
・
薪
猿
楽
な
ど
の
文
化
交
流
が
行

わ
れ
た
り
、
古
市
で
豪
華
絢
爛
な
「
林
間
」（
風
呂
）
が
催
さ
れ
た

り
し
た
と
い
っ
た
興
味
深
い
指
摘
が
な
さ
れ
る
。

　
五
章
で
は
、
乱
の
当
初
に
東
軍
の
主
要
武
将
と
し
て
活
躍
し
た
成

身
院
光
宣
が
、
文
明
元
（
一
四
六
九
）
年
一
一
月
に
八
〇
歳
で
死
去

し
た
た
め
、
大
和
の
東
軍
の
勢
力
が
衰
え
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

一
方
、
西
軍
に
属
し
て
い
た
朝
倉
孝
景
が
、
文
明
三
（
一
四
七
一
）

年
に
将
軍
義
政
の
調
略
に
よ
っ
て
東
軍
に
寝
返
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

東
軍
の
優
位
が
確
立
し
た
。
こ
れ
に
対
抗
し
、
西
幕
府
は
南
朝
の
後

胤
を
推
戴
し
た
が
、
こ
れ
は
「
北
朝
の
軍
隊
」
と
し
て
の
室
町
幕
府
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の
終
焉
を
意
味
し
た
。

　
六
章
は
、
応
仁
の
乱
の
終
息
過
程
が
述
べ
ら
れ
る
。
文
明
四

（
一
四
七
二
）
年
か
ら
、
講
和
の
道
が
模
索
さ
れ
始
め
た
。
し
か
し

西
軍
で
は
畠
山
義
就
・
大
内
政
弘
、
東
軍
で
は
赤
松
政
則
が
主
戦
派

で
あ
っ
た
た
め
、交
渉
は
進
展
し
な
か
っ
た
。
文
明
六
（
一
四
七
四
）

年
四
月
に
山
名
政
豊
と
細
川
政
元
が
講
和
し
た
が
、
他
の
諸
将
は
こ

れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
講
和
交
渉
を
主
導
し
た

の
は
足
利
義
政
正
室
の
日
野
富
子
で
あ
る
。
東
軍
優
位
の
戦
況
が
一

層
強
ま
る
中
、
窮
し
た
畠
山
義
就
は
文
明
九
（
一
四
七
七
）
年
九
月

に
京
都
か
ら
退
去
し
、本
拠
地
河
内
に
下
っ
た
。
同
年
一
一
月
に
は
、

大
内
政
弘
も
東
幕
府
に
降
伏
す
る
。
こ
う
し
て
、
応
仁
の
乱
は
形
式

的
に
は
終
息
し
た
。

　
し
か
し
河
内
国
で
は
両
畠
山
氏
の
交
戦
が
続
き
、
大
和
衆
も
両
軍

に
参
加
し
た
。
義
就
は
、
政
長
の
軍
勢
を
各
地
で
撃
破
し
た
。
優
れ

た
武
将
で
独
立
心
旺
盛
な
義
就
を
、著
者
は
戦
国
大
名
と
評
価
す
る
。

一
瞬
で
河
内
を
平
定
し
た
義
就
は
、
大
和
に
侵
入
し
た
。

　
七
章
は
、
応
仁
の
乱
後
の
室
町
幕
府
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
南

山
城
地
方
の
国
人
た
ち
は
一
揆
を
結
成
し
て
両
畠
山
軍
を
退
去
さ

せ
、
以
降
国
人
に
よ
る
自
治
が
行
わ
れ
た
（
山
城
国
一
揆
）。
ま
た

九
代
将
軍
足
利
義
尚
は
、
近
江
守
護
六
角
高
頼
を
討
伐
す
る
た
め
に

近
江
国
に
遠
征
し
た
が
、
夭
折
し
た
。
一
〇
代
将
軍
足
利
義
材
も
近

江
に
遠
征
し
、
次
い
で
畠
山
義
就
の
遺
児
基
家
討
伐
の
た
め
河
内
国

に
侵
攻
し
た
が
、
細
川
政
元
ら
が
京
都
で
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
、

足
利
義
遐
を
将
軍
に
擁
立
し
た
（
明
応
の
政
変
）。
義
材
は
越
中
国

に
亡
命
し
、
幕
府
滅
亡
に
至
る
ま
で
「
二
人
の
将
軍
」
の
並
立
・
抗

争
が
常
態
化
し
た
。

　
終
章
で
は
、
応
仁
の
乱
の
遺
産
が
論
じ
ら
れ
る
。
守
護
在
京
制
が

解
体
し
、
自
身
の
力
量
に
よ
っ
て
「
国
」
を
統
治
す
る
戦
国
大
名
の

時
代
が
始
ま
る
。
京
都
の
文
化
が
地
方
に
伝
播
し
、
戦
国
大
名
は
徳

政
令
な
ど
を
利
用
し
て
郷
村
の
武
力
を
取
り
込
む
。
畠
山
義
就
派
・

政
長
派
に
分
裂
し
て
敵
対
し
て
い
た
大
和
国
人
た
ち
は
、
細
川
政
元

に
対
抗
す
る
た
め
に
九
〇
年
ぶ
り
に
一
致
団
結
す
る
。
彼
ら
は
興
福

寺
の
権
威
を
利
用
す
る
形
で
大
和
支
配
を
進
め
た
。
こ
う
し
た
保
守

性
を
否
定
的
に
見
る
学
界
の
潮
流
を
著
者
は
批
判
し
、
戦
国
期
の
大

和
に
相
対
的
な
平
和
を
も
た
ら
し
た
点
を
評
価
す
る
。

二
　
成
果
と
特
色

　
以
上
、
著
者
の
著
作
三
冊
の
概
要
を
示
し
た
。
成
果
あ
る
い
は
特

色
と
し
て
第
一
に
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
随
所
で
展
開
さ
れ

る
史
料
批
判
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、『
戦
争
の
日
本
中
世
史
』

二
章
に
お
い
て
、
悪
党
の
具
体
的
様
相
を
窺
え
る
史
料
と
し
て
従
来

必
ず
引
用
さ
れ
て
き
た
『
峯
相
記
』
を
信
用
性
に
欠
け
る
と
評
価
す

る
。
古
代
史
や
戦
国
期
研
究
に
お
い
て
は
史
実
の
解
明
に
際
し
て
史
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料
の
信
頼
性
か
ら
考
察
す
る
こ
と
は
基
本
で
あ
る
が
、
中
世
史
研
究

で
は
そ
う
し
た
作
業
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
き
ら
い
が
あ

る
。
今
後
、
中
世
史
研
究
に
お
い
て
も
史
料
批
判
は
必
須
の
作
業
と

な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
第
二
に
、
研
究
史
整
理
と
批
判
が
非
常
に
巧
み
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。『
一
揆
の
原
理
』
に
お
い
て
著
者
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学

に
基
づ
い
て
一
揆
を
反
体
制
的
な
階
級
闘
争
・
革
命
と
見
な
し
て
き

た
従
来
の
一
揆
研
究
を
批
判
す
る
。
だ
が
一
方
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義

的
な
唯
物
史
観
へ
の
ア
ン
チ
・
テ
ー
ゼ
と
し
て
起
こ
っ
た
一
九
八
〇

年
代
以
降
の
社
会
史
研
究
に
対
し
て
も
、
研
究
史
上
の
功
績
を
認
め

な
が
ら
も
批
判
的
で
あ
る
。
一
般
書
で
あ
る
性
質
を
差
し
引
く
に
せ

よ
、
膨
大
か
つ
複
雑
な
研
究
史
を
こ
こ
ま
で
簡
潔
・
明
快
に
整
理
し
、

問
題
点
を
指
摘
で
き
る
研
究
者
は
滅
多
に
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
の
意
味
で
、
一
連
の
著
作
は
初
学
者
向
け
の
入
門
書
と
し

て
も
価
値
が
高
い
と
考
え
る
。

　
著
者
の
階
級
闘
争
史
観
批
判
は
、『
戦
争
の
日
本
中
世
史
』
に
お

い
て
一
層
顕
在
化
し
、
随
所
に
現
れ
る
。『
応
仁
の
乱
』
で
は
大
胆

な
先
行
研
究
批
判
は
目
立
た
な
く
な
り
、
主
観
を
排
し
た
豊
富
な
史

実
の
指
摘
に
専
念
す
る
が
、
そ
れ
で
も
四
章
で
論
じ
ら
れ
た
尋
尊
の

再
評
価
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
著
者
の
問
題
意
識
は
首
尾
一
貫
し
て

い
る
。

　
周
知
の
と
お
り
、
現
代
に
お
い
て
階
級
闘
争
史
観
は
古
典
的
な
学

説
と
な
っ
て
お
り
、
定
説
的
地
位
か
ら
陥
落
し
た
。
社
会
史
も
、
一

時
の
流
行
が
過
ぎ
去
っ
て
久
し
い
観
が
あ
る
。
そ
う
し
た
古
い
説
を

今
さ
ら
批
判
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、異
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
古
い
学
説
の
感
覚
が
研
究
者
に
無
意
識
に
残
っ
て
再
生
産

さ
れ
る
弊
害
は
、
著
者
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
改
め
て
、
古

典
学
説
の
問
題
点
を
き
ち
ん
と
整
理
し
て
指
摘
す
る
作
業
も
大
切
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
加
え
て
通
常
、
そ
の
よ
う
な
「
理
論
」
を
排
し
た
歴
史
は
、
単
な

る
史
実
の
羅
列
に
終
始
し
た
平
板
な
記
述
に
陥
り
が
ち
で
あ
る
。
し

か
し
著
者
の
著
作
で
そ
う
な
っ
て
い
な
い
の
は
、
右
で
述
べ
た
研
究

史
の
正
確
な
理
解
と
、
綿
密
な
史
料
批
判
に
基
づ
く
堅
実
な
実
証
が

根
底
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
改
め
て
、
基
本
に
基
づ
い
た
研

究
姿
勢
の
重
要
性
を
痛
感
す
る
。

　
そ
う
し
た
著
者
の
姿
勢
か
ら
浮
か
び
上
が
る
中
世
日
本
人
の
姿

は
、
一
言
で
言
え
ば
大
多
数
の
現
代
日
本
人
と
ほ
と
ん
ど
異
な
る
と

こ
ろ
が
な
い
。
神
仏
を
さ
ほ
ど
信
じ
な
い
割
に
は
、
受
験
・
就
職
な

ど
人
生
の
一
大
事
に
際
し
て
は
必
ず
神
社
に
参
拝
・
祈
願
し
、
お
み

く
じ
の
結
果
に
一
喜
一
憂
す
る
。
権
力
者
を
批
判
す
る
が
、
体
制
の

根
本
的
な
変
革
ま
で
は
望
ま
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
現
代
日
本

人
よ
り
も
、
一
味
神
水
の
儀
式
な
ど
を
駆
使
し
、
宣
伝
や
脅
迫
に
活

用
し
て
権
力
者
か
ら
有
利
な
条
件
を
勝
ち
取
る
分
、
中
世
日
本
人
は

「
進
歩
的
」
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
全
体
的
に
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呉
座
勇
一 

著
『
一
揆
の
原
理
』『
戦
争
の
日
本
中
世
史
』『
応
仁
の
乱
』（
亀
田
）

ま
と
め
れ
ば
、
こ
れ
が
「
呉
座
史
学
」
の
一
大
特
徴
で
あ
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
日
本
中
世
史
を
学

ん
で
研
究
す
る
重
要
性
が
一
層
際
立
つ
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
第
三
に
、評
者
の
関
心
に
即
し
て
言
え
ば
、『
戦
争
の
日
本
中
世
史
』

四
章
の
記
述
が
興
味
深
い
。
南
北
朝
期
に
お
い
て
、
内
乱
を
武
士
た

ち
が
成
り
上
が
り
の
好
機
と
し
て
捉
え
て
喜
び
勇
ん
で
戦
場
に
向
か

っ
た
と
す
る
従
来
の
内
乱
史
研
究
を
、
武
士
を
変
革
の
主
体
と
見
な

す
階
級
闘
争
史
観
の
現
れ
で
あ
る
と
著
者
は
批
判
す
る
。
概
要
で
も

紹
介
し
た
よ
う
に
現
実
の
戦
場
に
は
厭
戦
気
分
が
蔓
延
し
、
大
将
の

動
員
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
り
戦
場
か
ら
逃
走
し
た
り
す
る
武
士
が

後
を
絶
た
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
リ
ア
ル
な
状
況
を
、
著
者
は
高
幡

不
動
胎
内
文
書
を
基
に
丁
寧
に
復
原
す
る
。

　
評
者
は
恩
賞
充
行
制
度
の
研
究
を
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
手

が
か
り
と
し
て
室
町
幕
府
の
執
事
（
管
領
）
施
行
シ
ス
テ
ム
の
研
究

を
進
め
て
き
た
（
拙
著
『
室
町
幕
府
管
領
施
行
シ
ス
テ
ム
の
研
究
』

思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
年
）。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
武
士
た
ち
が

自
己
の
所
領
の
拡
大
を
願
っ
て
戦
争
に
参
加
し
た
と
の
前
提
に
基
づ

く
の
で
あ
る
が
、
著
者
の
批
判
は
そ
う
し
た
評
者
の
問
題
意
識
に
も

向
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　
確
か
に
、
す
べ
て
の
武
士
が
所
領
拡
大
を
目
指
し
て
い
な
か
っ
た

の
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
大
半
の
武
士
は
、
現
有
所
領
の
規
模
を

維
持
す
る
だ
け
で
精
一
杯
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
現
代
に

お
い
て
も
、
す
べ
て
の
人
間
が
立
身
出
世
を
目
指
し
て
生
き
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
そ
れ
で
も
恩
賞
充
行
が
当
時
の
幕
府
に
と
っ
て
重
要
な

政
策
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
と
考
え
る
。
例
え
ば
観
応

の
擾
乱
直
後
に
は
、
将
軍
尊
氏
―
義
詮
父
子
に
よ
る
恩
賞
充
行
袖
判

下
文
が
大
量
に
発
給
さ
れ
て
お
り
、
擾
乱
の
原
因
と
対
策
が
恩
賞
充

行
政
策
の
遂
行
に
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
こ
と
を
、
か
つ
て

評
者
は
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
足
利
一
門
や
鎌
倉
以
来
の
有

力
な
地
頭
御
家
人
と
い
っ
た
守
護
・
大
将
ク
ラ
ス
の
武
士
と
、
零
細

な
所
領
を
経
営
す
る
に
過
ぎ
な
い
弱
小
国
人
ク
ラ
ス
と
で
は
、
目
指

す
目
的
や
幕
府
首
脳
に
要
求
さ
れ
る
戦
果
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
も

自
ず
と
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
七
〇
年
に
及
ぶ
長
期
的
内
乱
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
元
弘
～
建
武
期
と
、
内
乱
の
長
期
化

に
よ
っ
て
疲
弊
し
て
厭
戦
気
分
が
一
層
増
大
し
た
義
詮
期
以
降
と
い

っ
た
、時
期
的
な
差
違
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
今
後
、

著
者
の
指
摘
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
評
者
も
改
め
て
恩
賞
充
行
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
学
術
的
な
研
究
動
向
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
評
者
が
特
に
感
銘
を
受
け
た
著
者
の
文
章
を
二
箇
所
ほ
ど
紹
介

し
た
い
。
そ
れ
は
、「
百
姓
は
「
お
客
様
」
感
覚
で
、幕
府
や
藩
の
サ
ー

ビ
ス
の
悪
さ
に
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
て
い
る
だ
け
な
の
だ
」（『
一
揆
の
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原
理
』
二
一
六
頁
）
と
「
畠
山
義
就
の
魅
力
は
、
軍
事
的
才
幹
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
守
護
家
に
生
ま
れ
た
御
曹
司
で
あ
り
な
が
ら
、
権

威
を
物
と
も
せ
ず
、
実
力
主
義
を
貫
く
点
に
あ
る
」（『
応
仁
の
乱
』

二
〇
六
～
二
〇
七
頁
）
で
あ
る
。
現
代
に
お
い
て
も
、
政
府
の
サ
ー

ビ
ス
の
悪
さ
に
お
客
様
感
覚
で
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
、
そ
の
く
せ
権
威

に
か
ら
き
し
弱
い
人
間
が
散
見
す
る
の
で
、
そ
う
い
う
人
間
に
堕
し

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
心
が
け
よ
う
と
思
う
。
優
れ
た
歴
史
書
は
、

倫
理
面
・
道
徳
面
で
も
我
々
に
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
の
で

あ
る
。

（
京
都
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）


